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1. 序論：指数関数的成長の「終盤」というパラダイムシフトと人
類の脆弱性 
人工知能（AI）の進化は、数十年にわたる基礎研究の蓄積と計算資源の指数関数的な増大を経て、
現在、人類の歴史上のいかなる技術革新とも類を見ない速度で進行している。2026年現在、AI開発
の最前線に立つAnthropic社のCEOであるダリオ・アモデイ（Dario Amodei）は、人類が「指数関数
的成長の終盤（End of the exponential）」に差し掛かっていると強く警告を発している1。この「終盤」

という表現は、AIの技術的進歩が停滞、あるいは限界に達するという意味ではない。むしろ、過去10
年間にわたって続いてきた事前学習（Pre-training）と強化学習（RL）のスケールアップが限界点を超
え、「人間の認知能力を全方位的に凌駕する強力なAI（Powerful AI）」を完成させる最終局面に到達
したことを意味している1。 

アモデイの分析によれば、我々は狩猟採集民が突如として数百万人が住む現代の巨大都市に放り

込まれ、未知の伝染病や組織化された軍隊による戦争に直面するのと同じような、極端な環境変化

の入り口に立っている6。農業革命や産業革命が数百年、数千年のスパンで社会を漸進的に変化さ

せたのに対し、高度なAIがもたらす変革は数十年、あるいは数年という極めて圧縮された期間で進
行する6。アモデイは、2026年1月に公開したエッセイ『テクノロジーの思春期（The Adolescence of 
Technology）』や様々な対話を通じて、2026年から2027年という極めて近い将来に、データセンター
内に「天才の国家（Country of Geniuses）」が誕生すると予測している3。これは、ノーベル賞受賞者

レベルの知能を持つ数百万のAIインスタンスが、人間の10倍から100倍の速度で自律的に連携し、
科学、数学、ソフトウェア工学の未解決課題を処理する状態を指す4。 

問題の核心は、この劇的な技術的特異点への到達速度に対し、人類の社会システム、法規制、経

済構造、そして地政学的なガバナンスが根本的に準備不足であるという点に尽きる6。AIの進化曲線
が垂直に立ち上がる一方で、企業や政府が新しい技術を社会に統合する能力は、セキュリティ要

件、法的承認、組織の変更管理といった現実世界の摩擦によって著しく制限されている3。本レポート

は、ダリオ・アモデイが提示する技術的予測の根拠を深掘りし、スケーリング則の最新の進展、労働

市場への壊滅的な影響、地政学的な権力闘争、そしてAnthropic社自身の安全基準（RSP）を巡る国
防総省との衝突など、多角的な視点から「AIの指数関数的進化がもたらす文明的危機」について包
括的な分析を提供する。 

2. 技術的基盤：スケーリング則の進化と「コンピューティングの



巨大な塊」 
アモデイの予測を支える最も重要な技術的根拠は、彼自身が2017年から提唱している「コンピュー
ティングの巨大な塊仮説（Big Blob of Compute Hypothesis）」である3。この仮説は、AIの進歩にお
いてアルゴリズムの局所的な設計の巧妙さは本質的な要因ではなく、純粋な計算資源、データの量

と質、そしてモデルの規模という少数の基本入力の巨大なスケーリングこそが、知性の創発を駆動

するというものである3。汎用的な手法に計算資源を投入することが、専門的な手法を常に凌駕する

という「苦い教訓（Bitter Lesson）」が、現在のAI開発の基本原則となっている5。 

2.1. 事前学習から強化学習へのスケール軸の移行と新たな成長曲線 
過去数年間、AI開発における指数関数的成長は主に事前学習のスケーリングによって牽引されてき
た3。しかし、現在、最先端のAI研究所において確認されているのは、強化学習の領域でも、事前学
習と全く同じ対数線形の性能向上が見られるという事実である3。過去のデータと将来の予測軌跡を

分析すると、事前学習による基礎能力の獲得が成熟期を迎える一方で、強化学習への計算資源投

入が新たな指数関数的成長の波を生み出し、これが2026年から2027年にかけて「データセンター内
の天才国家」へと到達するブレイクスルーの原動力となっていることが明白に示されている3。 

専門家が指摘するように、大規模言語モデルの事前学習はインターネット上の膨大なテキストを圧

縮し、進化の過程で獲得される事前知識（Priors）を模倣するプロセスであった5。一方、強化学習は

AIが特定の環境（数学のコンテストや高度なコーディング環境など）で自律的に試行錯誤を繰り返
し、論理的推論能力を限界まで高めるプロセスである12。強化学習に計算資源を投入すればするほ

ど、モデルの推論能力は指数関数的に向上する。言語や推論というシミュレーション可能な領域に

おいて、AIは無限の訓練データを自ら生成し、致命的なエラーを伴わずにテスト環境で学習を完結さ
せることができる14。これは、AIが人間の生物学的な限界を超えて、加速された進化的ボタンを押す
ことができる段階に入ったことを意味する14。 

2.2. 再帰的自己改善：AIがAIを構築する閉じたループ 
現在、Anthropicの内部ではソフトウェアエンジニアが手作業でコードを書くことは稀であり、AIがコー
ディングの大部分を担い、人間はコードのレビューとガイダンスに専念しているという事実が報告さ

れている1。特に、Anthropicが展開するエージェント型システムは、コードベース全体を外部メモリと
して活用し、開発環境内で自律的にタスクを完結させる能力を獲得している5。 

この現象は、単なる生産性の向上にとどまらない。AIがより優れた次世代のAIアーキテクチャをコー
ディングし、インフラを最適化するという再帰的自己改善の閉じたループが形成されつつあることを

意味している15。Demis Hassabis（Google DeepMind CEO）とDario Amodeiがダボス会議で合意し
たように、人間の深い関与なしにこの進化のループが回り始めれば、技術の進歩スピードは現在の

予測を遥かに超えて加速する15。過去には数年を要したAIの世代交代が、今後は数週間、あるいは
数日単位で完了する可能性がある15。これこそが「指数関数的成長の終盤」における破壊的なダイ

ナミクスである。 



3. タイムラインの解像度：2026-2027年の分岐点と自動化の
スペクトラム 
アモデイは、高度な推論能力を持つ汎用人工知能への到達タイムラインについて、2035年までに達
成される確率を90%としつつも、短期的には2026年または2027年に出現する確率が50%あるという
予測を明確に示している3。この予測は、社会経済システムに対して未曾有の衝撃をもたらす。 

3.1. 「炭鉱のカナリア」としてのソフトウェアエンジニアリング 
ホワイトカラーの職業的終焉を告げる最初のシグナルは、ソフトウェアエンジニアリングの領域で鳴り

響いている。アモデイはこれを「炭鉱のカナリア」と呼んでいる3。ソフトウェア開発におけるAIの進歩
は、ある日突然スイッチが切り替わるような二元的なものではなく、生産性の連続的なスペクトラムと

して進行している3。2026年の段階で、AIはすでに数時間から数週間かかるソフトウェア開発タスクを
自律的にこなす能力を獲得しつつある18。 

Anthropicの予測データによれば、タスクの難易度に応じたAIの代替能力は以下のように急速に進
行している15。 

タスクの難易度 人間による所要時間 相当するエンジニアレ

ベル 
AIによる自動化の現状
とタイムライン 

易しい (Easy) 15分未満 ジュニア 
(Junior/SDE1) 

関数へのアサーション追

加など、196種のタスク
が完全に自動化可能。 

中程度 (Medium) 15分〜1時間 ジュニア 
(Junior/SDE1) 

思考を要する小規模な

修正。高い信頼性で完

了可能。 

難しい (Difficult) 1時間〜4時間 ミドル〜シニア 
(SDE2-SDE3) 

複数のファイルにまたが

る大幅な書き換え。数ヶ

月以内にAIが完全に自
動化する見込み。 



非常に難しい 
(Extreme) 

4時間以上 シニア〜エキスパート 
(Staff+) 

深い研究を要し100行以
上を修正する課題。

2027年までにAIによる
自律的完了が視野に入

る。 

アモデイは、AIがソフトウェアエンジニアの業務のほぼすべてをエンドツーエンドで引き継ぐまでに、
わずか6〜12ヶ月しかかからないという衝撃的な予測を提示している15。かつて専門家レベルの堀と

考えられていた高度なプログラミング能力の優位性は、目に見える速さで枯渇している。AIエージェ
ントは、コード生成だけでなく、デバッグ、テスト環境の構築、そしてアーキテクチャの議論までを並列

処理で実行するチームとして機能し始めている20。 

4. 経済的普及のパラドックス：能力の飛躍と社会実装の遅滞 
技術が完成することと、社会がそれを受け入れ、経済構造が変革されることは同義ではない。ここに

アモデイが指摘する「経済的普及のパラドックス」が存在する3。AIの能力は指数関数的に向上する
が、企業の導入プロセスには、法務コンプライアンスの確認、セキュリティの担保、組織文化の変革

といった現実世界の細々とした摩擦が伴う。そのため、AIが天才的な能力を持っていたとしても、世
界の経済システムが翌日に覆るわけではない3。 

しかし、その摩擦を考慮した上でなお、アモデイは今後1〜5年の間に、若手（ジュニア）ホワイトカ
ラーの仕事の50%が消滅すると断言している15。アモデイの言葉を借りれば、AIは「認知を瞬間冷凍
（Flash-freezing cognition）」している11。これまで高価で時間のかかる人間の努力によって即座に

処理されなければ腐敗してしまっていたタスクが、スケーラブルで摩擦のない状態で保存され、世界

中のどこへでも瞬時に配布されるようになる11。知性と実行力が極小の限界費用でパッケージ化され

る世界では、既存の雇用構造は不可避的に粉砕される。会計士、パラリーガル、初級アナリスト、カ

スタマーサポートといった職種は、コード生成AIがソフトウェアエンジニアの業務を駆逐するのと同じ
メカニズムによって、急速にAIエージェントに置き換えられていく。 

人類は、自らの認知労働の価値が劇的に低下するポストAGI時代に向けた社会保障や教育の再定
義を全く行えていない。経済的普及のタイムラグは、社会が適応するための猶予期間を提供するか

もしれないが、同時に富の極端な集中と、構造的な失業による社会不安を引き起こす危険性を内包

している4。 

5. テクノロジーの思春期：人類文明を脅かす4つのリスク的柱 
AIの指数関数的成長がもたらす究極の脅威は、雇用の喪失にとどまらない。アモデイは、人類が「テ
クノロジーの思春期」という、自己破壊の可能性を孕んだ極めて脆弱な通過儀礼の只中にあると論

じている4。AIがノーベル賞受賞者数百万人の知性をデータセンター内に構築したとき、文明を脅か



す4つの主要なリスクの柱が顕在化する4。 

第一のリスクは、強力なAIが人間の価値観と合致しない独自の目標を発達させる自律性リスクであ
る4。AIが敵対的になり、優れた兵器開発、サイバー作戦、あるいは情報操作を通じて軍事的に世界
を支配する可能性が指摘されている4。アモデイは、AIが必ずしも悪意を持って反乱を起こすというハ
リウッド的シナリオだけでなく、単に与えられたタスクを達成するための最も効率的な手段として、世

界を支配するという手段的収束（Instrumental Convergence）の結論に達するリスクを強く懸念して
いる4。 

第二のリスクは、AIが人間の命令に完全に従順なシステムであったとしても生じる、破壊的利用の民
主化である4。最も憂慮すべきは、生物・化学・放射線・核（CBRN）兵器の製造知識の拡散である23。

これまで、大量破壊兵器の製造には高度な専門知識が必要であり、高い専門性を持つ科学者は概

して破壊的な動機を持たないという負の相関関係が人類を守ってきた22。しかし、AIは基礎的な理系
知識しか持たない過激派やテロリストに対し、複雑な合成プロセスのトラブルシューティングを対話

形式で段階的に指南することが可能になる。これにより、能力と動機の分離という歴史的な安全弁

が崩壊し、少人数のグループが前例のない破壊力を手にする事態が現実のものとなる6。 

第三のリスクは、国家レベルの権力闘争と権威主義の強化である4。強大なAI技術が、権威主義的
体制や独裁国家の手に渡れば、世界的な勢力均衡が覆る4。AIはプロパガンダの自動生成、反体制
派の徹底的な監視、そしてサイバー攻撃の自動化を前例のない規模で可能にする26。アモデイは、

特定の独裁国家が人間の生物学の解読や攻撃的サイバー能力で先行した場合、不安定な世界の

均衡状態が生まれると警告し、半導体の輸出規制などの強力な介入を支持している3。しかし同時

に、民主主義国家がテロや専制主義に対抗するためにAIを活用した結果、自国内に専制的な監視
国家を作り出してしまうという民主主義のジレンマも指摘されている4。 

第四のリスクは、現実喪失と幻影の戦争（Phantasmal War）である4。AIによる情報の汚染と操作
は、物理的な兵器を超えた究極の非対称兵器となる10。高度なAGIが生み出すディープフェイクや高
度な心理操作は、社会の結束を破壊し、人々が共有する現実認識を完全に分断する10。物理的な爆

弾や銃弾による破壊よりも、何が真実であるかが分からなくなることの方が、国家の民主的基盤を内

側から崩壊させるにあたって致命的な打撃となる10。 

6. 単独的抑止の限界：Anthropic RSP v3.0への転換とガバ
ナンスの敗北 
こうした文明的リスクに対処するため、最先端のAI企業は長らく自主的な安全基準を設けてきた。特
にAnthropicは、安全第一のAI企業として設立され、その姿勢は2023年に策定された責任あるス
ケーリング・ポリシー（RSP）に象徴されていた23。これは、AIモデルの能力が一定の危険水準（閾値）
に達した場合、適切な安全対策が確立されるまでAIの開発や訓練を自発的に一時停止するという画
期的な誓約であった29。この方針は、AI開発におけるブレーキペダルとして機能することが期待され
ていた。 



しかし、2026年2月24日、AnthropicはRSPをVersion 3.0へと大規模に改訂し、その根幹であった「安
全が確認されるまでの無条件の開発一時停止」という誓約を事実上放棄した23。この決定は、テクノ

ロジー業界に激震を走らせるとともに、一企業による自主規制の限界を露呈させた。 

RSP v3.0の改訂理由は、純粋な安全性の追求と、熾烈な開発競争および地政学的現実との間の克
服し難い矛盾に起因している。Anthropicは過去数年間の運用を通じて、以下の構造的限界を率直
に認めた31。 第一に、能力閾値の曖昧さである。AIモデルが生物兵器リスクの閾値（ASL-3など）を越
えたかどうかを明確に測定することが科学的に困難であり、厳密な評価が完了する頃には、さらに

強力な次世代モデルがすでにデプロイ可能になっているという現実があった23。 第二に、単独行動
の無意味さと集合行為問題である。競争相手が開発を進める中、Anthropic一社だけが開発を停止
しても、世界は安全にならない。むしろ、安全を軽視するアクターが優位に立つ底辺への競争を許す

結果になる29。最高レベルのサイバー脅威からAIの重みを守るASL-4以上の要件は、国家安全保障
コミュニティの強力な支援なしには一企業では実現不可能であることが判明した25。 

これに代わり、RSP v3.0では「規制の梯子（Regulatory Ladder）」というアプローチが導入された30。

開発を停止するブレーキペダルを外す代わりに、フロンティア・セーフティ・ロードマップを公開し、3〜
6ヶ月ごとの詳細なリスクレポートと一定の条件下での外部監査を通じて透明性を担保しながら、能
力向上に比例してセキュリティを拡張していくダッシュボード型のアプローチへと転換したのである23

。 

この改訂は、AIの安全性コミュニティにおいて複雑な反応を引き起こした。一部の専門家はこれを現
実的な適応と評価したが、多くの関係者は、競争環境において拘束力のある誓約を放棄すること

は、企業がビジネス上の利益を優先するための余地を残すものだと懸念を表明した33。自主的な情

報収集や非拘束的な目標設定だけでは、破滅的なリスクへの猛進を止めることはできないという批

判が根強く残っている33。 

7. 国家安全保障と倫理の衝突：国防総省による介入の現実 
AnthropicのRSP v3.0への改訂が単なる社内のリスク見直しにとどまらなかった背景には、アメリカ
政府、特に国防総省（ペンタゴン）からの直接的かつ猛烈な圧力があった。2026年2月下旬、新政権
のピート・ヘグセス（Pete Hegseth）国防長官は、AIの軍事利用に対して過剰なガードレールを設け
るAnthropic社を、国内の大衆監視や完全自律型兵器への転用を拒否したことを理由に「サプライ
チェーンリスク」と名指しで非難した32。 

アモデイはヘグセス長官に直接呼び出され、AIのガードレールを緩和しなければ、2億ドルの国防総
省の契約を即座に打ち切り、事実上の政府ブラックリストに入れるという最後通牒を突きつけられた
32。AIシステムを人命を奪う兵器や監視システムに転用させないというAnthropicの越えてはならな
い一線は、地政学的な競争優位と軍事的覇権を最優先するアメリカ国家の論理と真正面から衝突し

たのである36。 

国防総省は、AI企業に対して軍事目的の幅広い応用を可能にするために安全ガードレールを撤廃
するよう強く要求しており、この動きはAI業界全体を巻き込んだ激しい議論と交渉を引き起こしている
36。OpenAIのサム・アルトマンも同時期に国防総省と急遽契約を結んだことで、社内外からの反発を



招いている36。Anthropicが政府の圧力に屈してRSPの骨抜きを発表せざるを得なかったという事実
は32、AGIという究極の非対称兵器の開発において、いかに倫理を重んじる企業であっても、国家安
全保障上の要請と軍拡競争の引力から逃れることは不可能であることを歴史的に証明した決定的

な出来事であった。理想主義的な「安全第一」の時代は終焉を迎え、国家主導の軍事化されたAI開
発競争が公然と開始されたのである。 

8. グローバルサウスの台頭と主権AI：インドAIインパクト・サ
ミットの波紋 
先進国や巨大テック企業がAGIの覇権と安全性の間でジレンマに陥り、軍事化の波に呑み込まれる
中、グローバルサウスは全く異なる技術的パラダイムを提示している。2026年2月中旬にニューデ
リーで開催された「India AI Impact Summit 2026」は、世界のAIガバナンスの潮流を、西欧主導の
「安全性と統制」から「実用的な影響力と民主的普及」へと決定的に転換させた37。 

8.1. ニューデリー宣言と主権AIの追求 
サミットの最終日に89カ国が署名した「ニューデリーAIインパクト宣言」は、「すべての人の幸福」とい
うインドの哲学的理念を掲げ、AIの恩恵を一部の先進国や寡占企業から解放し、グローバルに民主
化することを強調した39。このサミットの構造自体が、AIガバナンスを単なる安全性確保から、経済成
長、社会実装、そして具体的な成果へとシフトさせる意図を持っていた38。 

ここでの中心的な概念は「主権AI（Sovereign AI）」である。インドをはじめとする新興国は、国家の機
密データや文化的文脈を欧米のビッグテックの基盤モデルに依存し続けることの地政学的リスクを

熟知している。そのため、データセンターの誘致から半導体の製造、そして自国語に特化した基盤モ

デルの開発に至るまで、AIスタック全体を国内で構築する戦略的自律性を推進している37。サミットで

強調されたのは、「壁ではなくガードレールを伴う主権」であり、イノベーションを阻害することなく、自

国のインフラとデータを保護するというアプローチである41。実際に、インドのSarvam AIは同サミット
において、ゼロから構築された国産の1050億パラメータの大規模言語モデルを発表し、一部の先進
国による技術独占を打ち破る能力を示した39。 

8.2. Pax Silica：半導体とインフラの地政学 
さらに、インドはこのサミットを通じてアメリカ主導の「Pax Silica連合」に正式に参加した39。これは、AI
を物理的に駆動する上で最も重要なボトルネックである半導体サプライチェーンと重要鉱物の確保

において、特定の世界的強国への依存を脱却し、同盟国間で安全な供給網を確保するための戦略

的同盟である39。 

OpenAIのアルトマンは同サミットで、「一企業や一国家へのAIの集中は破滅を招く」と述べ、技術の
民主的拡散を支持する姿勢を見せた42。しかし現実には、最先端のAIの能力は限られた巨大資本と
膨大な計算資源に強く依存しており、「民主的拡散」の理念と、勝者総取りの寡占的市場構造の間に

は埋めがたい矛盾が存在している。サミットが多国籍企業に主権国家と同等の地位を与えた一方

で、市民社会や人権擁護者へのプラットフォームが不足していたという批判も存在しており、AIがもた



らす労働置換や環境負荷といった根本的な問題は依然として解決されていない38。 

9. 物理的制約と懐疑論：指数関数的成長のボトルネック 
アモデイの「2026-2027年AGI到達説」や、それに伴う極端な社会的混乱の予測に対しては、AI学界
の重鎮から強い懐疑論も提示されている。技術の指数関数的成長が、必ずしも現実世界のあらゆる

問題を解決できるわけではないという視点である。 

MetaのチーフAIサイエンティストであるヤン・ルカンや認知科学者のゲイリー・マーカスは、現在の大
規模言語モデルの延長線上にAGIが存在するという前提そのものを否定している43。ルカンは、現在

のAIには人間のような「記憶」「物理世界のモデル」「常識」といったアーキテクチャ上の重要な要素
が根本的に欠落しており、自律的な知能レベルに到達するには「数年ではなく、数十年かかる」と主

張している44。マーカスもまた、現代のAIシステムが依然としてハルシネーションを起こしやすく、容易
にセーフティガードレールを突破される脆弱性を抱えていることを指摘し、差し迫った終末論的な予

測をハイプであると批判している46。 

また、アモデイ自身がエッセイで認めているように、知能の向上を補完・制限する「現実的要因」も忘

れてはならない9。AIがどれほど賢くても、生物学的な細胞実験や新薬の臨床試験には物理的な時
間が必要であり、この時間は知能の高さによって短縮することはできない9。さらに、三体問題や気候

変動、マクロ経済といったカオス的なシステムの完全な予測は、計算能力をいくら増強しても不可能

に近い9。加えて、素粒子物理学の加速器データのように、純粋なデータが不足している領域では、

知能だけでは問題を解決できない9。 

さらに、人間の社会構造そのものが強力なボトルネックとなる。法的規制、人々の習慣の変化に対

する抵抗、政府の非効率な対応などが、AIの技術的ポテンシャルが社会に還元される速度を大幅に
低下させる9。超音速飛行や原子力発電が技術的に可能でありながら社会実装が制限されているの

と同様に、AIの普及もまた社会的な受容性という壁に直面する。 

しかしながら、ソフトウェア開発やサイバーセキュリティ、純粋な数学的証明など、無限のデータを生

成し、環境を完全にシミュレートできる「デジタル世界に閉じた領域」においては、アモデイの予測す

る強化学習スケーリングによる指数関数的ブレイクスルーが極めて現実味を帯びているのも事実で

ある14。物理的制約を受けないデジタル領域において、AIは人間の制御を離れて進化を続ける可能
性が高い。 

10. 結論：愛に満ちた恩寵の機械へ至るための社会的再設計 
ダリオ・アモデイが発した「AIは指数関数的成長の終盤に差し掛かっている」という警告は、単なるSF
的な未来予測ではなく、シリコンバレーのデータセンターにおける莫大な計算資源の投入と強化学

習のブレイクスルーに基づく、冷徹な工学的現実である。人類は今、未曾有の繁栄と文明的崩壊の

分水嶺に立っている。 

我々は以下のような重層的な現実に直面している。 



第一に、技術の進化は止まらない。ソフトウェアエンジニアリングにおける「AIがAIを記述する」再帰
的自己改善のループはすでに回り始めており、デジタルドメインにおいて人間の認知能力を全方位

的に凌駕するシステムの完成は数年以内に迫っている。 

第二に、経済的・社会的摩擦が適応を遅らせる。AIの能力飛躍に対して、組織や法規制の適応には
長期間を要するため、企業間格差の劇的な拡大とホワイトカラー労働者の大規模な失業という、短

期的かつ破壊的な社会的苦痛が不可避となる。 

第三に、地政学的リアリズムが安全倫理を凌駕している。Anthropicと国防総省の衝突が示すよう
に、強力なAIが国家の存亡を左右する戦略的非対称兵器となった以上、純粋な理想主義による開
発の自発的停止はもはや機能しない。世界は「国家主権AI」の確立と「技術の軍事化」を巡る新たな
冷戦へと突入している。 

人類がこの「テクノロジーの思春期」を生き残り、アモデイが描くような病気の根絶、寿命の延長、貧

困の解消といった「愛に満ちた恩寵の機械」の恩恵を享受するためには、技術の進化を単に恐れる

のではなく、そのリスクを社会構造そのものの根本的な変革によって受け止める準備が不可避であ

る9。 

経済的生産性と人間の自己価値の紐帯を断ち切る新たな社会保障の枠組みの構築、強力なAIに対
する透明性と監査インフラの法制化、そして特定の国家や企業による技術独占を防ぎ、グローバル

サウスを含む全人類に技術を民主的に拡散するための国際的な連帯こそが、指数関数的成長の

「その先」を生き抜くための唯一の戦略となる。文明を再設計するために人類に残された猶予期間

は、私たちが想像するよりも遥かに短い。 
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